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第 1 表 培 HEiT (足立郡 • 培玉郡 • 葛飾郡）物鹿概況

大 分 類 中 分 類 価 額 . 百 分 率 大 分 類 小 針 百 分 率
.... % 闪 %
農 靡 物 m 穀 . 類 2,601,043,739 52.29

雜 隹 果 実 217,367,224 3.98 ... ....い..■ ■
_ . -

加:!:原料作物 358,339.438 6.59 • .

畜 康 361.285 0.005 3,177,111.686 62.67

林 產 物 棘 摩 # 210,422.702 3.85 210,422,702 3,85

水 庫 物 水 産 物 1,298.965 0.02 1,298.965 0.02
エ 産 物 : 肥 科 • 飼 料 102,484.220 1.87 .ンニ.' ■ . 丨 ■
. '  1..

飲食物加工 694,904.706 12.75 ■.

:■ ... • 農/寒物加エ 1,077,205,426 19.75
林産物加工 89,890,074 1,83
雑 貨 12,765.118 0.27
漆 器 4,561.450 0.05
#  具 65,502.351 1.21
金 厲 鉱 石 16,310,032 0.29
そ の 他 995.637 0.02 1,065.619,014 33,46

へ ’ 計：:...：ノ 5.453,452.367 100,00 ぺ：—■' /  , •

価 額 百 分 m
円 %

生 . 糸 81,819,601 7.61
.絹：織 .物.. 12,971.862 1.33
’綿 . • . 糸. 134,840.808 10.77
綿 織 物 . 698,295.535 : 65.94
氈 毛 類 16,732.909 1.79

油 115,641.464 10.77
縄 .. 11,860.616 1.33
蠟 . 5 , 102 .631 0.46

計 1,077,205.426 100.00

武
蔵
国
東
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け
る
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業
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万
円
、
全
産
額
に
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す1る
比
率
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％
を
も
つ
、
旧
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玉
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分
率
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れ
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業
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工
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別
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艦

を

考
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す
る
と
、.：旧
埼
玉
県
に
お
げ
る
主
榖
生
産
の
高
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
員
畠 

物
加
工
物
が
飲
食
物
加

M

物
を
上
ま
わ
？
て
い
る
こ
と
は
、
本
県
の
一
；特
色
.と

.■い
え
よ
う
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第
二
表
は
農
産
物
加

エ
物
の
内
訳
で
あ
る 

が
、
こ
の
表
は
繊
維
製 

品
、
特
に
綿
製
品
の
田 

.倒

的

蜇

要

性

を

物

語

，
っ 

て
い
る
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織
物
類
産
額 

の
対
全
産
額
比
率
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し
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し
め
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；と
か
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県
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.け
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展
度
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注
目
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.る
？
第
三
表
^

1

類
'

.の
：■

を
：17K
し
て
お
く
。'

シ
ー
.
く

ど
の
I

業
に
i

す
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れ
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o
i
jの
よ
ぅ
な
事
情
を
纂
と
し
た
：、
：豪
期
に
お
け
る
、
農
民
的
小
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品
生
産==

藍
業
及
び
そ
0
流

通
纏
め
，

4

類
型
を
武W

*

郡
西
大
輪
村
の 

.:白
^
家
の
.経
営
.'に
求
め
..よ
，ぅ
.と
す
る
の
...
が
、.：...
本
稿
の
目
的
で'あ
る
;°
.

と
：こ
で
主
と
し
て
使
用
す
る
史
料
は
、
',

慶
格
義
塾
大
證
済
学
研
究
室
所
属 

の

西

大

輪

村

白

石
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文
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史
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ま
ず
、
武
蔵
国
の
綿
業
及
び
藍
業
の
概
要
を
簡
単
に
述
べ
て
み
よ
ぅ
。
第
一 

表
は
現
存
す
る
明
治
初
年
に
お
け
る
最
も
包
括
的
な
物
産
調
査
書
で
あ
る
、

「

明 

治

七

象

県

物

産
■表」

よ
り
作
製
ん
た
、
旧
武
葳
国
埼
玉
：
.
足

立

•
葛
飾
の
三 

郡
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
旧
埼
玉
県
の
物
産
概
況
：で

•
こ
の
表
の
示
す
と 

'
.こ
ろ
に
よ
れ
ば
、'旧
埼
玉
県
も
当
時
の
多
く
の
県
と
同
様
、
農
業
を
最
も
重
要 

な
産
業
と
し
て
い
る
と
と.が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
エ
産 

物
の
全
生
産
物
中
に
対
す
る
比
率
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
'エ
産
物
合
計
価
額



都 'く村歎
-

mm- 藍玉：藍體，膜料踯木綿糸 白木綿縞木綿 青縞 号 の 他 辦

足立郡

.へ':

51 108^
ン貢
26300

贯 贯  
360.8 545

賞
156

反
3185

反
71180

反
12940

反 反
62688; 2939.1

埼玉郡 247 2785 3100 20.5-104683 5421 89924 38790 104480 13360 876.6

葛飾郡 19 2805 8450 548.1! 720 390 2100 168.9

1 見玉郡 9 9813 763.2
大里郡 4 .11147 1643 2364.8

榛沢郡 21 93038 39680 4354.2*
旗羅郡 30 106811 11960 2890.9!

注足立郡は外に股引 • 腹掛 . 脚絆 • 足袋六千足があるV  
培玉郡は外に足袋十九万足がある。

一村当り藍生産頷のうち藍葉は藍玉に換算して針篤した。

五
：
九

C

六

六

九〕

ニ 俩 領 数 量

袴 地

W
10,820.862

•反
18,253

鞭 ; / 2,151.000 1,239

小 f 卜 12.071.862

白 木 綿 143,764.064 313,746
無 地 榭 106,340.406 120,948
巾成小倉 26,614.240 11,136
博 多 織 24,200 ; 5
小倉織带 158,777.993 291,724
搞 木 綿 .:/ 140,155.263 192,658

青 縞 54,839,829 73,674
餅 木 綿 226.000 160

雲 萧 織 2,062.000 8,715
蚊 帳 地 196.200 525

幕 地 114,000 1,200

京 織 23.500 . 4

足 袋 47,194.787
J5i

414,708

賦 引 18,188.797 37,129

腹 辑 3,395.286
' :個
7,350

脚 絆 1,179,198 3,330

手 袋 139.822 9,105

W、 質 率 698,295.535

総 計 711,207.897

俩 額 苗 分:率

%
真 綿 5 220.408 0.06
蚕 卵 紙 4,609.864 1.20

繭 41,583.870 11,98
麻 28.150 0.01
綿 210,737.916 58.18

染 料 88,197.648 24.99
製 茶 6,612.921 1.87

茛 6,354.161 1.71

許 358,339,488 100.00

第 5 表 染 料 内 訳

価 m 数 量

萆 玉 

藍 葉  

生 渋  

紅 花  

玉 渋

72,990.597
15,025.151

890.031
181.900
105.606

贯
300,868,100
229,036.000

1,233.000
50.712
10.560

計 ■ 89,193.285 :

第 4 表 刺 ェ M 料作物  • 第 3 表 織 物 類 • 内 派
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■
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し
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、全
国
総
産
額
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%
で 

39
.

8
15
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5
07
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'
卜
齡
；ぁ
っ
て
、
第
ー
一
位
を
し

(

紀
、
染
料
中
藍 

•
1

8,
2
''
.
-,
2

と
の
産
額
は
：ニ
 

•六
％
に
.当
：る(

第
：瓦
表
参
照)

.
0 

:

'6

71: 

_
:
;
5
:.
以

上

、
旧

埼

玉

，
県

に

お

け

る

綿

織

業

.
綿
 

—
..—

 -̂
L
. 

: 

' 

: 

^
% M
,

作

.
藍
作
の
明
治
七
年
に
お
け
る
状
況
を

:

袋

：

計
.
：
計
.
.

ソ_
 

:

考
察
し
た
の
；で
あ
る
が
、
こ
れ
に
、
.讓
 

※

者

 ̂

、■:
' 

k 

,
.:■
業
に
お
い
て
は
東
京
及
び
熊
谷,

3
川 

ぐ
I
 

総

：注
'

.
両
県
の
二
都
'
原
料
綿
、
藍
に
お
い
て
は 

.東
京
を
.除
く
一
：一
県
を
加
え
た
も
の
：が
、
旧
武
蔵
国
の
明
治
初
年
の
そ 

，
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
な
る
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
東
京 

は
特
敗
な
存
在
で
あ
る
た'め
、
.後
の
ニ
県
に
つ
い
て
は
、
こ
の
な
か 

.の
旧
武
葳
国
に
属
す
る
地
域
の
産
額
を
物
産
表
か
ら
柚
出
す
る
こ
と 

が
不
可
能
で
^
る
た
め
.、
更
に
^:
稿
の
目
的
と
す
る
地
域
は
旧
埼
玉.
 

県
に
属
す
る
た
め.>
一
格
考
察
か
ら
は
ぶ
い
て
お
く
。
：

.

'

'最
後
に
、
こ
の
ー
1

瘇
物
産
の
各
郡
に
お
け
る
集
中
度
で
あ
る
が
、
 

v

こ
れ
を
府
;M

単
位
に
.集
計
さ
れ
て
い
るr

物

産

表」

，
で

知

る

こ

と

は 

.

で

き

'な

い:,0

そ
れ
で
、
.#;

単

位

物

産

書

上

を

し

た

、
物
産
に
つ 

.
い
て
は
明
治
九
年
の
そ
：れ
を
記
載
す
る
、
現
在
.の
埼
玉
県
全
域
を
含 

む
、「
武
蔵
国
都
村
誌」

を
刹
用
し
て
概
観
し
て
み
る
。
第
一
図
は

五
八
,.c

六
六
八〕
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「武蔵国郡村律j-丨こあるf t中IV及びその周辺 
埤域の部の拡大図p 文字は町村を示す。 
匚ニ]綿織物ノ丨厂 

X 原 料 綿 . 丨
▲ 藍 作 ；， •

V、ずれも,r 郡村誌」に記載のあるもののみ。 
•は藍玉
は藍葉
百石窣が販壳した村 
白石家が購入した村

北
获
島

三
種
物
産
を
記
載
す
る
村
が
比
較
的
集
中
し
て
、

一
つ
の
地
帯
を
な
す
と
考
^
 

ら
れ
る
地
域
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
六
表
は
こ
れ
ら
の
地
域
の
备
物
産 

を
も
つ
.

村
数
•

藍

.

原
料
綿
‘

綿
織
物
0:

各
産
額
を
、「

郡
村
誌」

に
は
価
頓
.
 

が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、,
実
数
で
17K
し
だ
も
の
で
あ
る
？
第
一
図
中
、
I

は 

足
立
郡
、
I

は
埼
玉
都
の
大
部
分
.と
足
立
郡
の
ご
く
一 

部
、
皿
は
児
玉
郡
.

大 

;

里
郡
.

擦
沢
都
.

旗
羅
郡
の
.
一
，部
ず
つ
で
、
F

は
f

郡

：
‘
：
埼

玉

郡

の

一

部

で 

そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
て
い
る
0

.

':
.

,

第
六
表
に
.示

塞

産

額

ば

、
藍
は
埼
玉
県
全
産
額
中
実
数
に
お
.
い
て
三
七
• 

■

 

四
％
:

綿

織

物

に

：お

い

て

は

^

七
％
に
達
す
る
。
，'XJ.

れ

ら

の

地

域

べ

の

：
綿

織
 

物
T

藍
の
集
中
度
ば
、
.
前

者

に

ぉ

ぃ

て

は

き

ゎ

め

：
て

？

後

者

に

：ぉ
ぃ

，
て

も

か

^'

.

り
の
高
さ
を
も
つ
と
耷
え
よ
ぅ
0

-:
‘

F

の
地
域
に
本
稿
で
取
扱
ぅ
配
犬
輪
村
が
属
す
る
の
で
あ

.

る
が
、
こ
の
地
域 

'

及
び
そ
、の
周
髮
拡
大
し
て.

図
茨
じ
た
の
が
第
ニ
図
で
あ
っ
て
、

r

郡
村
誌」

.
を
利
用
し
て
作
製
ル
た
ノ
第
穴
泰
中
、
/
埼
玉
郡
及
び
萎
郡
の
藍
は
こ
の
地
被 

:

で
：生
産
さ
れ
た
分
を
汞
^
て
い
：る
が
、''
.藍
玉
は
約.

「

？

ー：千
貫
、
藍
葉
は
約
六 

千
賞
、.
.遂
に
換
戴
し
て
約
四
千
，

|
、̂

縣
者
合
計
約
：
ー
万
六
千
貢
の
産
額
で
あ 

.
-れ
を
I
の
藍
総
■産
額
.

(

児
玉
郡
以
下
四
郡
の.産
.额)

■一；
九
万
貫
余
と
比 

較
し
杰
と
き
、
き
わ
め
て
少
い
養
額
で
あ
り
、

'

:

地
帯
と
.し
て
設
定
す
る
こ
と
に 

0

を̂

-:
0
ず
る
の
：：で.あ
.る
。
し
か
し
、

「

郡
村
誌
1-
に
特
に
こ
の
地
域
に
比
較 

.的
集
电
し.
"て
藍
生
産
村
が
現4
れ

.2
»
:こ
：と
、
更£
wが
讓
物
他
帯
を
含
み
つ

武
蔵
国
東
部
に
^

げ
る
藍
業

爪HIヶ谷
丁野田

彦

1 S 訊 麵 '
太 田 新 井 00

[ p w l  \



:第 :7 表 ，西大輪 村 概 説

田 35町 4 反 1 畝 11歩 戸 :数 卿 戸 平 民 ，外社寺5 
畑 60 KT 3 反 3 献 12歩 人 口 男 356人 

林 ； 8 反 1 献 12歩 女 379人
計 ％町き反6 畝 5 歩 計 735人

外他出铬留男3，女 5 
牡 馬 30頭 水 害 予 備 粉 1 艘 荷 車 2輛 

物 産 米 196石 大 麦 90石 小 麦 8 右 4 斗 

太莩21 石 白 木 綿 50 0反 

民業男は農商を專とし，女耕織養蚕を専とす。

支 配 関 係 明 治 元 年 現 在 ’
天領 11石 1 斗 2 升 •

• 阀 野 作 兵 衛 125石 2 斗 3 升 2 合 4 勺 9 才 

小 出 静 五 郎 123石 6 斗 8 升 9 合 8 勺 

※ 松 波 銶 太 郎 123石 6 斗 8 升 0 僉 8 勺 

猪 子 兵 助 1奵石 4 斗.7 升 1 奋 3 勺 

荒 川 五 三 郎 86石 3斗 4 升 9 合 6 勺 

楙 原 内 藤 太 郎 37石 3 斗 4 升 0 合 1 勺 6 才 

計 628石 8 斗 8 升 4 合 1 勺 6 才
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ニ 
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六
七 
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も
の
.
と
#

.
え
ら
れ
る
。
だ
が
ら
主
穀
生
産
を
主
と
し
つ
つ
、
米
と
並
ん
で
換
金 

作
物
た
る
藍
作
を
行
い
、
:更
に
農
家
副
業
と
し
て
木
綿
織
業
を
い
と
な
む
姿
が 

韻
像
さ
れ
る
。
ま
.
た
周
囲
に
は
栗
橋
.
久
喜
.

幸
手
等
の
地
力
#

市
を
^

え
、
 

近
村
八
甫
村
は
葛
西
用
水
に
の
ぞ
む
八
甫
河
岸
を
も
ち
、
.

こ
の
ぽ
#

は
_

1 .
ヹ 

河
岸
に
連
絡
す
る
こ
の
地
域
の
主
要
な
物
資
集
散
地
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
米 

■
そ
の
他
の
商
品
販
売
に
も
便
利
で
あ
っ
た
。

'

•

:
つ
、
そ
れ
に
隣
接
し•て
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
：す
れ
ば
、
綿
作

—

綿
織
業
に
刺 

:

戟
さ
れ
て
：発
生
し
た
藍
作
地
帯
と
し
て
：、，
.最
も
始
源
的
な
姿
を
現
す
と
考
え
ら 

:

れ
る
の
'で
、
特

に
-つ
の
地
域
と
し
で
取
上
げ
'
そ
こ
：に
お
け
る
素
期
の
藍
.
'

生

藤
•
.取
引
を
分
析
し
て
：み
る
の
で
あ
る
0 

\ 

' 

.

.

.

.

. 

"

.

.

.

.

V
.
.

一
，
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..
三

.， 

.

.
：
へ
：

：..
::
.

:
■■
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-

.
第
七
表
は
西
大
輪
村
の
概
況
.を
示
す
も
の
で
あ
る
。
':
白
石
家
は
※
印
を
付
し 

.た
鍪
家
知
行
地0.
名
主
を
勤
め'て
い
'る
，の.で
あ
る
が
，、
同
村
は
ど
0
.外
、
：
表 

で
沄
す
よ
う
：に
代̂

下̂
六
人
のi

の
知
行
地
が
入
組
ん
で
お
り
、

.白
®
家

‘ 

に
.残
さ
れ
た
公
文
書
は
当
然
松
波
家
知
符
地
に
関
す
る
も
の
の
：

‘み
で
あ
ヶ
、
徒 

っ
て
白
石
家.文
«
の
み
で
^
大
_
村
の
概
要
を
知
る
こ
と
は
で
.き
な
い
。
第

七_ 

表
は
議
国
郡
村
誌
よ
り
作
製
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
：に
よ
れ
ば
、
.西
大 

輪
村
は
耕
作
地
九
五
町
佘
、
村
高
六
！
一

 
八
®
余
の
当
時
と
し
て
は
や
や
大
き
な
； 

村
に
属
す
る
。
ま
ず
、
反
当
米
収
量
の
少
な
さ
が
目
立
つ

(

反
当
五
斗
五
升

)

,0 

更
に
物
産
も
白
木
綿
を
除
け
ば
見
る
べ
き
：も
の
は
な
く
、
そ
の
.白
木
綿
す
ら
も 

.1

戸
当
り
一
反
に
す
ぎ
ず
、
本
稿
で
取
上
げ
る
藍
も
筆
期
に
は
か
な
り
の
産 

額
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
現
わ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
と
し
て
耸 

村
の
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
武
蔵
国
郡
村

P
の
史
料
的^;
頼
性
を 

1K

々
す
べ
き
で
あ
る
，

J,

と
は
以
下
の
叙
述
で
お
の
ず
か
ら
明
か
.と
な
る
で
あ
ろ 

う
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ま
た
本
村
は
地
因
に
示
す
よ
う
に
古
利
根
川
の
氾
濫
原
に
位
置
し
て
.お 

り

、
武

蔵

国

郡

村

誌

に

も

土

質

に

つ

い

て
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色

黄

，
日

真

土

或

砂

を

混

^-
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稲
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し
く
桑
茶
に
適
す
水
便
利
な
り
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と
あ
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こ
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土
質
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注小作地は小作入附帳よ：り。手作地は金銀出入帳より作製。なお手作地中畑は藍 
作地のみ。

第 9 表

^ 作 地 小 作 地 小作人数

田 • 畑 , 田 畑 屋 敬 計

畝歩 畝歩 畝歩 畝歩 畝班 畝 '歩 A100, 26 5 9 , 1 3 160, 07 16
120/ 00

35, 00
3 3 , 1 3 172, 02 10, 00 215 , 15 15

139, 00
25, 00 71， 09 96, 09

水 4 年

同 6
政 2 年

同 5 年

同 6 年

治 1 年

,： . . ’;
こ ぼれ 熊.各 小 亦

，..しょ う  

なへ 餅 : 計
. . . ...パ. .

翕 承 G 年

播 種 量  

収 獲 量

合
50

合
17

合
250

合
60

.含
200

£

安 政 2 年
"
U ―

' --

—

__ i -

14400

安 政 6 年
不明

800
亦 セ ー 一

30

400

150
4800

420
17200

70
800

80
3330

180

2980

720
26900

文 久 2 年
it ■： 

Jt
180 370 30 680

文 久 3 年
I 4800 18000 800 26930

第 .1 0 表 ：白石家手作田播種及び収獲量

武

蔵

国

東

郜

に
.
お

け

る

藍

業

.

J

H

地

を

所

持

し

、

.

2 6
.

そ

の

な

か

.ば

を
 

|

 

小

作

に

だ

し

、
 

十

- l
w

 

:

手

作

地

を

後

述
 

1

2

す

る

ょ
ぅ
に
、
 

1
.

年

雇

及

び

日

雇
 

一

8 0
旁

力

を

駆

使

し
 

て

経

営

す

る

村
 

■

.

1
00
0

方
地
主
と
考
え 

1

る

こ

と

が

で

き
 

ょ

ぅ

°

4

第

.ー

〇

表

は
 

^—
|—

^

1

こ

の

手

作

地

に
 

I 

.

4
.
おける稲作状
 

一.

j

況

.
を

示

し

た

も
 

の

で

あ

る

が

、

"

"

収
穫
量
に
ょ
つ

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

て

.
判

，断

す

.る

年

I
.

と

、

嘉

永

年

間

\

ょ

り

文

久

末

年
 

に

至

る

ま

で

、

. 

L

r

h

同

家

手

作

地

は

'

六

五

(

六

七

五

)

じ

年

に

知

る

こ
と
は

で 

き

ず

、

ま

た

手

作

地

中
 

畑

は

不

明

な

の

で

、

同
 

家

所

持

地

を

正

確

に

知
 

る

こ
と
は

不

可

能

で

.

あ

,

る

。

今

、

年

代

办

接

近
 

し

て

い

.る

.安

政

五

•
六 

年

を

取

上

げ

、

芄

年

の
 

小

作

地

反

別

が

翌

年

も
 

変

化

し

な

い

と

仮

定

す
 

.

れ

ば

、

田

は

i

町

七

反
 

ニ

畝

余

、

畑

は

小

作

地
 

.

の

み

で

同

^

く

ー

町

七

反

ニ

繁

、

計

三

町

七
 

反

四

畝

余

に

な

る

。

. -
更
 

に

手

作

地

畑

部

分

は

、

. 

西

大

輪

村

の

由

畑

比

率

 

,

一
対
一
•七
が
そ
の
ま 

ま

あ

て

.は

ま

る

と

す

れ
 

ば

、

「

町

ニ

促

佘

と

な

. 

る

。

そ

れ

で

ほ

ぽ

同

家
 

は

©

町

乃

至

苴

町

の

耕

.

第
八
表
は
西
大
輪
周
辺
の
村
々
の
概
要
を
示
オ
た
め
、'
同
じ
く
：.—1
議

国

郡

，：： 

鐘

」
务
刹
调
し
て
作
製
し
た
も
の
で
：あ
る
が
.

C

第
.

1

5
参
齓)

"

'

こ

れ

ら

：
の

械

：
へ 

々
も
西
大
輪
村
と
同
じ
く
、
：
ー
般
に
卿
多
く
、
主
榖
生
産
及
び
讓
業
•

藍

業
'.
:
: 

を
主
た
る
生
業
と
し
て
い
た
こ
と
が
5-
:

か
が
え
る
。
ー_

期

に

お

い

.
て

も

ほ

ぽ 

こ
れ
ら
と
似
た
姿
に
：あ
つ
た
と
：想
像
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
誤
0:

で
は
な
：い
で 

あ
ろ
ぅ
0

. 

:

'

.

'

:

'

.■•
V

て

■

•:
::..

:
'.-

:

四
.

;

.

.

. 

つ

'

.

.

'

.

.

'

:

.

.

,

:

上
述
の
ょ
ぅ
な
環
境
に
あ
マ
た
自
石
家
の
.経
営
形
態
を
考
察
す
る
の
.で
あ
る
、
 

が
、
便
宜
上
、
同
家
の
経
営S

生
産
者
的
側
面
と
、
商
人
的
側
面
に
分
け
、
ま
..；
 

す
和
^

を
主
と
し
て
.
こ
の
節
で
分
机
ず
る
と
^

と
す
る
タ
使
用
す
る
史
料
化
同
：，
 

家

の

及

び

、T

小
作
入
附
帳
1-

で
あ
り
、
：そ
の
内
訳
は
左
：の 

如
く
で
あ
る
。

文
化
一
〇
年「

金
銀
出
人
日
記
が
遣
覚
帳1—(

1
9丨
£

4)

:
:

文
政
七
年「

現
会
出
入
覚
帳」

.
0
L
T
でs

>

'

.

.弘
化
五
年
：

「

金
^

帳」
(
1
9
-
f

 3) 
：
'

.

嘉
永
ニ
年「

金
銀
出
入
帳」

.嘉
永
六
年「

金
銀
出
入
取
疆

J 

(
1

9
-

7
-

4
)

, 

嘉
永
七
年「

金
銀
出
入
取
麗

J 

C
1
9
-
f
v3
'
、

,: 

襄

ニ

年
'

「

金
銀
出
入
取
調
扣
帳

」

：

(

1
9
-
7
-
5

) 

:安
政
四
年「

金
銀
出
入
覚
帳

」

？

7
-
8

)

ぃ
 

■:
安
政
六
年「

大

續」
(19-7-2 )

,

一

'.
:.

方
延
ニ
年「

金
銀
出
入
帳」

'.(

19

丨2
0

)

，

.

~

文
么
1

ー
年「

金
銀
出
入
帳」

(
1
9
1
7
-
1
3
)

 ：

.
■' 
文
久
2
年

-,
'
金
銀
出
入
帳」

'(

1
9
-
2
5

)

.

■
.

.

.

;

文
久
四
年
：：

「

金
銀
出
入
帳
1_
-(

1

9

-

2

6

)

:'
'

:

:
:
.
:
:
:嘉
永
四
年
—1

田
畑
小
作
入
附
帳」

，(

1

7

-

1

-

3

)

：

■•

:■
..
:

安
政
五
年
.
：

「

田
畑
小
作
入
附
帳」

：.0
.
2
-
4
)
.

.

.
，'
.

■
慶
疮
四
年

田̂
畑
小
作
入
騎
じ
ハ
づ
ム
丨
だ
:

'

.

こ
め
ー.
ー
種
類
の
史
双
は
い
わ
ゆ
る
私
夂
«

に
属
し
(1
-
-畠
^

な
畠
偽
の
無
い
、

;:
.

信
頼
度
の
最
も
高
い
史
料
に
属
す
る
が
、
前
者
に
関
し
で
は
、
：記
載
項E

の
日 

:

身
が 
ー_
定
せ
ず
、へ
逆
行
す
る
：こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
先
！̂

る
帳
簿
か
ら 

:

.

転
載
し
た
、:
い
あ
ば
整
理
の
た
め
め
：響

と

」

考
え
ら
れ
る
が
、

取
引
の
相
手 

や
、
：取
引
項
0

等
が
入
り
み
だ
れ
て
記
入
さ
れ
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
よ
っ
て
集 

.

計
し
て
各
年
の
損
得
を
算
出
し
得
た
と
は
思
：わ
れ
な
い
し
、
特
に
総
計
の
パ
勘 

:

定
が
な
'い
の
で
、
':こ
れ
に
後
続
す
る
最
終
的
な
帳
簿
の
存
在
し
た
こ
と
を
予
想 

で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
か
な
り
の
記
入
洩
れ
の
可
能
性
を
想
像
さ
せ
る
。
 

し
か
し
そ
の
よ
ぅ
な
最
終
的
な
_

は
現
在
見
出
せ
な
い
の
で
、
主
と
し
て
こ 

.
の
史
料
に
f

し
て
、
便
宜
上
幾
つ
か
，灯
項
目
に
分
類
し
て
、.
分
f

進
め
た 

.い
と
思
ぅ
。
な
お
.
以
上
の
理
由
か
ら
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
.
シー

ト
の
作
製
は
不 

:

可
能
で
あ
り
、
こ
の
方
法
：で
同
家
の
経
営
の
発
展
を
茕
々
す
る
こ
と
は
で
き
な 

い
0

む
し
ろ
各
項
目
の
内
容
の
分
析
に
よ
る
傾
向
.を
た
ど
り
得
る
な
ら
ば
そ
れ 

で
十
分
で
あ
ろ
ぅ
-o
:

.

.

.

 

、

.

'

第
九
表
は
白
石
家
の
所
持
地
の
内
訳
で
：あ
る
が
、
小
作
地
と
手
作
地
と
を
同



第ユ2 表 .

年 , ：度

本化 i p 每 

文 政 7 年 

嘉永元年

嘉永.分.年 . 
安政先年 

安政 2 年 

安政 4 年 

安政 6 年 

文久元年 

文久 2 年 

文久 3 年 

元治元年

年

自 村  

~ A

雇 H 展

他.村 不 明

A ~A

2
3
3
3 
0 
2
4 
1 
3
5

0

0
0
0
0
0

0

計

2
•2

3
4 
4
4 
0
5 
4 
1 
4 
7

I  ぬ f 塚 東 大 輪 村 •八謝 ，織 村 •久

自 村 他 村 本 明 計
、 ス 

0
32
76.5 
0

105
105
28.5 
79

54.5
119.5
161.5 
72

: ス 
0 '
6
0

14
0
0

11
0

36,5

3
37
49

. . . .ス
25 

? 20.5 
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

；^
i

,K 
TH. 

rH 
rH

■ ■ 
■ 

■ . 
' 

•

六

七

(

六
七
七)

し
て
レ
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
を
第
九
表
の
果
と
あ
わ
せ
.
て
、.
同
家
所
持
.
 

反
別
は
文
久
三
年
ま
で
手
作
地
.
小
作
地
と
も
増
加
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ 

る
。
し
が
し
文
久
三
年
よ
り
明
治
元
年
に
か
け
て
小
作
她
の
著
し
い
減
少
が
あ 

り
、

こ
れ
は
手
作
の
增
⑩
と
も
、

ま
た
同
家
所
持
反
別
の
減
少
と
も
解
さ
れ 

る
。

冗
治
元
年
に
自
汩
家
は
^

<

:
桑
村
丈
八
；に
田
畑
合
式
町
八
を
余
を
：三
ヶ 

年
季
で
質
入
れ
し
、
.
金

r

四
〇
両
を
借
り
て
.い
る
事
実

(「

質
物
.

r

一
相
渡
申
田 

畑
之
事
,-(

1
6
-
6
-
4
)

が
；あ
り
、

土
地
が
廣
金
獲
像
.の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
一 

て
い
る
の
で
、
反
^

^

少
が
あ
マ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
±

地
の
質
入
は
4

す 

.
し
も
耕
作
面
稹
の
^

を
意
味
せ
ず
ノ
ま
.た
こ
0 :
質
入
地
は
質
地
証
文
が
自
石 

家
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
家
が
負
僂
を
返
済
レ
て
土
也
を
取
り
戾 

.

し
た
と
思
わ
れ
、
従
.っ
て
質
入
她
の
流
地
等
に
よ
る
同
家
所
持
反
別
の
減
少
P
 

小
作
地
の
榮
ノ
よ
り
も
、
後
述
す
る
藍
作
®

の
増
加
を
考
_窻

す

れ

ば

：、

同

家
 

手
S

の

增

大=

小

運

の

：減

少

と

考

ぇ

た

方

が

4

ゥ

妥

当

で

ぁ

る

ト

思

ゎ

れ 

.

る

。
，
以

上

の
^

f

ら
白
®

家
の
農
業
経
営
は
漸
次
拡
大
し
つ
つ
あ>

 

た
.と
ず
る

.

こ
と
が
で
き
よ
う「

へ
^̂

• 

,

こ

の

一
手
作
経
営
の
拡
大
は
へ

.
同
家
漏
労
働
力
め
增
尤
を
伴
う
6 

.第
一
一
；
,
 

は
.
同
家
の
1

^

労
働
者
<0
;「

覧
表
で
あ
る
。
年

雇
•
.
0:
雇
と
も
趨
勢
的
に
よ
増 

加
し
て
い
.
る
と
耷
え
る
で
あ
ろ
う
0

安
政
四
年
の
年
雇
者
の
零
ば
：、
第
九
表
に 

沄
し
た
小
作
地
拡
大
砉
え
れ
ば
、
容
易
に
理
解
で
^

る
。
^
の
年
雇
及
び
日
へ 

M

の
給
源
；&
第

一

二

表

に

ー

ボ

し

た

通

ヶ

大

部

分

は

西

大

輪

杖

で

あ

り

、
.
做

村

は 

ご
く
傲
か
セ
あ
る
;0

年

雇

は

金

雷
^

で
知
り
得
る
限
り
で
は
：一
年
季
の
奉
.
 

公
人
で
あ
ヶ
、
い
わ
ば
取
_

公
人
と
じ
で
ば
最
も
進
ん
だ
段
階
に
達
し
て
い
:' 

武
蔵
国
東
部
に
お
け
る
藍
業

384



文化10年 

文政ケ年 

嘉永元年 

" 2 4p
〃 6 年 

安政元年 

〃 2 年 

〃 4 年 

" 6 年 

文久元年 8,2,3, , 7.

2,2,2, 334 
3, 400
5,3 ,0 ,178

粕2 0 ,  
1酒粕 7 馱丨 

/ 粕 2 俵

// 2 後

" 35俵 

n 5 _  
" 19俵
" 1 镡 

〃 9 俵

ft 11俵
S 匁

〃 42 800
数量不明 

同 上

第i'13表肥料購入領

年 度 酿 入 量 偭 額

年 度 販売量 価 m

文化10年
俵

17
両分朱
5,2,0,

文
183

嘉永6 年 36 28,2,3, 67
安贼元年 13 8,2,2, 311
〃 2年 21 10,1,1, 203
" 4 年 4 2,2,1, 224
it 6 年 19 13,1,1， 212

文久元年 7 6,2,2, 329
” 2 年 ■ 22 17,0,3, 139
〃 3 年 6 2,2,1, 384

元治元年 36 30,0,0? 237

年

年

年
, 

.
2 

3 元
.
.

〃

〃

元

文
.66 

3 

4 

2 

3
. 

6 

5 

.
1 

2 

1 

8 

9 

8 

9

2
 

.
3
- 

*

■■
;

: 

8
 

- 

. 

7
 

1

 ̂

3
» 

o
, 

2
f 

:
o
» 

-
2
1 

o
»

防
o
’
.
'
3
, 

o
> 

o 

2
 

3 

3 

1
> 

P
6 

1

1
 

2 

2 

8 

5
, 

-

2
 

2
 

.

1

:

入
量
に
か 

一
なり

.

の
変

動
.
.が
，.
あ 

り
、
金
翁
. 

ヾ
出
人
帳
に 

，記
さ
れ
た 

'
購
.入
量
が
：
 

同
家
の
使 

用
量
の
す
.
 

ベ
て
で
あ

第 1 4表米販売量

る
と
は1

K

え
な
い
で
あ 

.
ろ
う
。
第
一
三
表
の
示 

す
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
 

嘉
永
ー.1.

年
を
ピ
ー
ク
と 

.
し

て

、

漸

次

同

家

.の

手 

■

営
は
減
少
し
て
い 

る
こ
と
に
な
る
が
、
上 

述
の
よ
う
に
手
作
地
面 

積
の
.
増
大
、
a

**
#
力 

の
増
大
は
、
そ
の
逆
で

あ
る
匕
と
を
示
し
て
お
り
、

.購
入
肥
料
に
関
し
て
は
金
銀
出
入
帳
に
か
な
り
の

.
 

記
入
视
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
夂
ル
ー
〇
年
の

「

金
銀
出
入
日
記
小
遺
覚 

帳」

中
の
'

「

藍
種
振
り
植
仁
付
刈
囊

」

に
よ
れ
ば
、
同
年
購
入
の
肥
料
は
す 

ベ
て
藍
作
に
用
い
ら
れ
て
い
る
め
で
、
或
い
は
第

1

三
表
に
示
さ
れ
た
購
入
肥 

料
は
同
家
の
藍
作
規
模
を
录
す
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
藍
作
に
限
っ
た
と
し
て 

も
、
後
述
す
.る
よ
う
に
藍
作
も
増
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
購
入 

肥
料
のSS

K

魄
れ
が
あ
っ
た
と
し
た
方
が
婪
当
で
あ
る
。

第
ー
四
表
は
良
石
家
の
米
販
売
量
で
あ
る
が
、
同
家
の
手
作
米
•
小
作
作
徳 

米
の
合
計
し
た
も
の
よ
り
、
.
年
貢
米
‘
自
家
用
米
を
差
引
い
た
残
り
が
販
売
可 

能
な
分
と
な
る
わ
げ
で
、
そ
れ
が
第
一
：
四
表
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
安
政
五
年 

.
の
小
作
米
は
一
石
九
斗r

一
 

升
三
合
の
規
定
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち 

分
を
除
い
た
分
が
、
現
実
の
作
徳
米
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
金
銀
出
入
帳
に
あ

る
。
と
れ
ら
労
力
提
供
者
に
支
払
わ
れ
る
貫
銀
は
第
一
.

f

_

に
承
し
た
：よ

ラ 

:

に
、
最
も
多
い
ー
蓄
兀
年
で
.
も
1

1
.0

両
余
に
す
ぎ
な
い
が
':

彼

ら

は

.
い

ず

れ

も 

白

石

家

だ

対

じ

多

か

：れ

少

が

：

4

^

^

も

っ

が

お

扒

、

労

賃

：の

か

_な

り

の

部

分 

が
と
相
殺
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
め
で
あ
る
。
郎
ち
白
石
家
の
貸
付
か
か
.
 

な
り
の
部
分
は
労
働
確
保
の
手
段
と
な
っ

て
い
.
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
：白
石
家 

に
対
し
て
負
惙
を
も
つ
動
機
ば
年
貢
の
未
進
、
：.馬
の
購
入
.

肥

料
©:
貸

与

等

の
 

生
産
手
段
調
達
費
の
不
足
、：
小
作
料
办
未
考
.
米

：
•
大

麦

等

の

食

料

吹

現

物

借
 

A

•

冠
婚
葬
祭
等
の
生
活
面
に
お
け
る
負
債
な
、ど
.
で

あ

り

、•■
.彼

ら

の

農

村

生

活
 

す
べ
.
で
の
面
に
お
：い
て
自
石
家
よ
り
金
鐵
的
保
護
.を
受
け
て
お
り
'
 

白
石
家
は 

と
し
て
、
^

た
地
主
と
し
.
て
政
治
晚
‘

経

済

的

ヒ

優

越

し

た

地

位

で

'

自 

已
o

経
営
を
遂
行
し
て
.い
ぅ
た
と
考
え
ら
か
る

。
パ
 

-

:

第
3

ー
表
は
白
石
家
の
購
入
肥
料
を
示
し
た
も
の
：で
あ
.
る
が
、
年
に
よ
り
購

白 石 家 藍 作 過 ，程

2 月10白 藍種まき 8 月23日 藍ねせ

" ， 19 日 〃 .〃 27 日 藍木かえす
«  28日 〃 " 28日 藍根ほごす

4 月 7 日.. 移 植 9 月 5 日 二番藍ねかせる

〃 8 日 ;/ 〃 1 0 日 ニ都；̂かえす

〃 9 日 〃 〃 1 2 日 ニ# 水呉れる
〃 1 3 日 // 150 .二 ..' •
" 25日 // " 18日 一番孽，ニ-番藍打まぜ夺

〃 卿 // 〃 20日 三番藍ね^:る
6 月12日 かり入れ, " 22日 三番水くれる
" 13日 1! " 25日 — 番藍返す
〃 16日 n " 2 6 日 一番藍，三 赉 藍 返 す •
" 20日 ft 〃 27日 三蕃水くれる
〃 2 7日 /f ’ " 30 日 一番藍，三番藍打まぜる

7 月22日 〃 10月12日 藍ねせる
〃 2 6 日 V 〃 1 6 日 藍五潘水くれる
〃 2 8 日 ;/ " 1 7 日 藍ねせる

8 月 4 日 // 11月28日 藍つきはじめる
" 5 日 7/

■

11月27日 権現堂にて砂買い

帖

1
9
-
1

丨1
2
ょ

り
.

y

藍
葉
に
換
算
し
て
.

八
八
五
貫
余
に
な
る
。

こ
の
ぅ
ち 

同
年
藍
|

^

入
量
八
六
貫
を
差
引
い
た
1

化
約
七
0

〇

貫

が

同

家

.
の

手

作

藍

葉 

と
考
え
ら
れ
る
。
反
当
収
量
を
五
0

« 1

と

す

れ

ぱ

約

ー

町

四

反

余

の

.作

诂

面

積 

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
，安
政
ニ
年
に
达
し
、
約
三
倍
の
作
付
面
積
が
あ
っ
た 

匕
と
；'に

な

る

，
。
藍

は

.
4
,般
；に
麦
畑
に
植
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら(
注
9

参
照)

、
 

藍
作
#

に
よ
る
.麦
作
紙
取
を
度
外
視
す
れ
ぱ
雑
榖
生
産
と
競
合
関
係
に
立
つ
も

六
九
.
V

S

七
九)

.

る
づ
5

^
米
朱
?0

分
の
代
金
納
剖
分
、
.
或
い
.
は
.そ
れ
が
小
作
人
の
.負
債
に
く
り
入
：
 

れ
ら
れ
.て
I

る
窗
分
は
非
常
：に
小
額
で
あ
る
の
で
、
.恐
ら
ぐ
大
部
分
の
小
作
米 

は
現
米
で
納
入
さ
れ
た
の
.
.で
あ
ろ
う
。
第
一
四
表
に
示
さ
れ
た
販
売
量
も

購
入 

肥
料
と
同
様
、
年
に
よ
り
変
動
が
大
で
あ
っ
て
、
記
入
洩
れ
の
.可
能
性
が
あ
る 

•
が
、
最
大
の
販
売
量
が
あ
る
一R

治
170
年
に
つ
い
て
も
、
実
数
に
し
て
三
六
^

 

金
觀
に
し
-:
1

.

1

0
両
余
の
収
入
し
か
自
石
家
に
も
た
ら
さ
な
い
の
で
あ
る
0

，司 

年
の
賃
銀
支
私
額
,2
1
;0

両
余
を
支
払
ぇ
ば
ー
0

両
足
ら
ず
し
か
残
ら
な
.い
の 

で
あ
り
、
；労
カ
提
供
#

に
対
す
る
貸
付
を
賃
銀
の
前
私
い
>

解
す
れ
ば
、
そ
の
I
 

な
か
ば
.に
も
み
た
な
い
.
の
で
あ
る
0

従
っ
て
、.妻
期
に
お
い
て
は
米
販
亮
に 

よ
る
収
入
は
白
石
家
に
と
っ
て
；そ
れ
ほ
ど
重
要
な
部
^

で
は
な
く
な
？
て
い
る
： 

の
で
あ
る
。
し
か
し
米
の
販
売
先
は
大
部
分
、
西
大
輪
村
を
か
こ
む
久
喜
.
幸 

字
•

驚
宫
：.
粕
壁
.

権
現
堂
；
趁
尸
.
栗
橋
等
の
地
方
都
市
乃
至
は
河
岸
場
村 

.

の
商
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
大
部
分
は
同
時
に
白
石
家
に
双
す
る
肥
㈣

趴
罾
豸
で 

あ
っ
て
、
し
は
し
ば
米
と
.肥

料

が

相

殺

の

.
形

で

取

引

さ

れ

て

い

る

こ

と

よ

り

し
 

て
、
白
石
家
.に
と
り
米
は
肥
料
購
入
手
段
と
し
て
、
簾
と
し
て
一
つ
の
意
義 

を
も
'
っ
て
い
'た
の
で
あ
る
0

更
•
に
藍
作
導
入
前
の
同
家
の
主
要
経
営
部
門
と
し
.
 

て
.
の
米
作
を
考
え
る
と
き
、
恒
常
的
な
地
方
市
場
の
存
在
は
、
白
石
家
経
営
発 

展
の
..莲
礎
と
し
て
.
の
^

:

^

:に
：重
要
な
意
味
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
.
.

:

最
後
に
藍
作
に
つ
：いy

考
察
し
て
み
よ
う
。
a

石

家

の

藍

作

畑

反

別

.で

明

瞭 

に
わ
か
る
の
は
安
政1

一
年
の
み
で
あ
り
、
こ
の
年
は
一
一
一
反
五
畝
に
藍
を
作
付
け 

藍
葉
四
〇
〇
賞
の
取
量
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
，^ L
o

ま
た
元
治
一冗
年
に
同 

家
甲
■

!

は
三
ー
.
本
、
重
量
に
^

て
六
ニ
〇
實
で
；あ

っ

て(

同
年
藍
玉
売
上 

武
蔵
国
東
部
に
お
け
る
藍
業
\



の
で
は
な
い
と
し
て
も
、一

農
家
経
営
でr

作
物
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
反
別
.に 

^
中
$
弋
1>
'名
^
と
ほ
'̂
白
石
家
に
お
け
る
藍
作
の
重
要
性
を
：物
語
る
:4
>
の
：'で「 

あ
る
。—

は
^
わ
め
.て
霧
的
作
物
で
あ
力
多-
!
<
:
<D
:
M ;
料
と
労
力
：を
要
；し
、:'
'
'藍：. 

玉
製
造
も
多
.く
の
労
働
力
を
要
ず
石:°
第
一
；
：

j 

:表
ー
に
亲1.
;
た
：疆
労
カ
増
太
の-' 

原
因
の
：

1:

は
、
.:
-こ
の
よ
3
な
藍
生
産
：の
拡
大
に
あ.
る

と

考

え

ら

れ

る

ダ

と

©
-
労 

力
を
.，い
か
に
藍
生
産
と
そ’の
他
の
農
業
経
営
に
分
配
し
た
の
か
：は
.不
明
で
あ
る 

が
、
.か
な
り
の
部
分
が
藍
生
適
に
：あ
て
ら
れ
.た
こ
と
ば
想
像
に̂

^
な
い
0
前

'' 

ぺ
I
ジ
に
示
す
の
は
洗
含
のS
藍

種

振

り

植

仁

#:
^

^
'-
中

に

あ

る

藍

生

産 

の
状
況
で
あ
る
が
、.こ
れ
は
潼
ま
き
が
ニ0
1
:
:
中
甸
：.に
は
じ
ま
り
、
最
後
の
藍
玉: 

製
造
が
は
じ
ま
る.と
こ
ろ
'で
終
.？
て
：い
る
0:
こ
こ
；に
录
ざ
れ
て
；い
：る
藍
作̂程
，
 

は
、
自
右
家
の
藍
作
の
技
術
水
準
を
知
る̂充
分
：と
は
云
え
な
：い
。
凌
た
作
ォ
：
 

而
積
-4
不
明
で
あ
る
し
、
：

：

奮
後
刈
入
れ
に
至
る
ま
で

Q
作
業
：は
全
然
記
各
れ
：
 

て
い
な
：い
.0
.そ
れ
で
今
栽
培
過
程
は
省
略
し
、
：

造
過
程
の
'み
に
着
目
す
れ 

ば
、
/\
月
ー
.ー
三
日
、
：九
月
五
日
、
.
一

 

〇
月
j
一
ー
日
:>
七
日
一
に
.
そ

れ

ぞ

れ

藍

.ね 

せ
が
行
わ
れ
て'お
り
、
四
エ
程
が
並
衍
的'に
進
行
し
て
い
る
。’
.こ
の
こ
.と
は
す
： 

で
に
薇
製
造
場
た
る
寝
床0

在̂
を
予
想
さ
せ
る。
ft
初
.の
.灌
水
は
八
月
下
旬 

乃
_

月
潮
旬
と
考
え
ら
れ
る
が
、.：ー：'〇
月
：ー
六
日
の
五
番
水
を
も
：っ
て
灌
水
. 

は
終
り
、
.一.
一
月
二
八
日
.に
藍
玉
製
造
を
始
め
て
い
る
。
五
番
水
ょ
り
藍
主
製 

造
に
至
る
ま
で
の
期
間
が
や
や
長
い
の
で
、
こ
の
間
に
な
.お
数
度
の
灌
水
を
想 

像
さ
せ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
全
灌
水
回
数
は
少
く
、
発
酵
期
間
の

.長
さ
を
無 

视
す
れ
ば
技
術
的
に
劣
っ
た
段
階
に
あ
っ
た
の
：で
：あ
ろ
ぅ
。
今
一
.土
程
の
所
要 

労
カ
を
.
.

「

阿
州
產
藍
^-
^

に
従
っ
て
、
熱
練
ェ
一
、
そ
の
他
を
ニ

〜

三
名
と

せ

れ

ば

、

文

化

：
ー

〇

年

代

に

実

数

ー

一一

名
以
上
め
労
力
が
藻
製
造
に
従
事
し
て 

ッ
い
た
^;A

J

に
：な

り

、

薇

一

藍

玉

墨

部

面

に

お
い
て

も

す

.，で

に

自

家

経

営

的
段 

階
を
こ
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
藍
作
：

^

の
増
大
は
、
：司
時
に
'深 

製
造
：

—

^

玉
製
造
部
門
の
.
拡
大
も
意
味
す
る
の
で
あ
り
：、
女
本
ー
0

年
に
す
で 

に
存
在
し
た
、
白
^

^

の
藍
作—

藥
製
造
丨
藍
玉
製
造
の
：
ー
貫
作
業
は
漸
次
拡 

:

大
の

1;

途
を
た
ど
：？
て
い
た
と
み
ら
れ
るo
.
.:;
^

..
以
上
、
白
石
家
の
生
産
者
的
側
面
を
考
察
し
て
き
た
が
、
農
業
経
営
面
に
関 

;

し

て

は

米

作

，
藍

^

c

に
拡
大
し
つ
な
あ
り
、''
-所
持
^ .
別
.の

増

加

と

.経

営

規

摸 

.の
増
大
と
が
平
行
し
て.い
る
と
^
ろ
に
、
！

期
に
お
け
る
同
家
の
経
営
の
特 

質
が
あ
る
。
こ
の
経
営
規
模
拡
大
の
基
礎
は
藍
作
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、 

そ
の
際
、
当
然
米
作
ど0
麗
が
問
題
に
な
る
で
：あ
ろ
う
。
末
尾
に
掲
げ
た
物 

価
表
よ
り
.、V

米
価
と
藍
：玉
価
格
：の
動
き
を
み
て
も
、
.
M
者はしており、

 

舉
に
^

^
の
面
で
は
両
者
■の
優
劣
は
断
じ
が
た
，い
。
ま
た
、
米
価
の
h
#
は
必 

:

ず
し
も
経
営
拡
大
に.つ
な
が
.る
と
も
い
女
ず
、
小
作
経
営
で
も
：よ
い
の
で
あ 

る
。
年
雇
労
賃
の
上.昇
は
む
し
ろ
経
営
規
模
を
縮
少
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
米 

，作
.
藍
作
の
優
劣
に
関
し

P

そ
の
原
因
を
追
求
す
る
と
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ 

不
可
能
で
あ
る
が，
、
.
■年
雇
労
賃
の
騰
貴
と
い
う
制
約
条
件
を
こ
え
た
藍
作
経
営 

.
の
拡
大
は
、■
■い
わ
ば
現
象
的
：に'み
て
後
者
の
：優
位
を
靈

g.

る
と
い
え
よ
う
。
来 

作
の
廑
か
：な
拡
大
は
一
湯
労
力
の
増
大
に
格
ず
る
飯
米
確
保
と
い
う
こ
と
で
説 

明
3
得
る
め
で
は
あ
る
ま.い
か
.0
更
.に
注
9
で
述
べ
た
藍
作
の
集
約
性
は
小
規 

.
摸
1

営
に
と
：？
て
は
不
利
乃
至
は
不
可
能
で
あ
り
、
白
石
家
が
ぬ
員
部
分
を 

小
作
人
よ
り
地
主
作
徳
と
'い
う
形
で
十
馨
た
す
こ
と
、が
で
き
な
か
っ
た
た
め

に
、
手
作
部
分
の
拡
大
に
ょ
り
そ
の
不
足
を
補
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き 

よ

ぅ

。

四
に
お
い
て
考
察
し
た
生
産
を
基
礎
と
し
た
白
石
家
は
藍
玉
取
引
面
に
お
い 

て
は
、
自
己
の
生
産
藍
玉

=

手
作
分
の
額
を
遙
か
に
'と
え
た
規
模
の
取
引
を
行
.: 

つ
て
お
り
、'い
わ
ば
賈I

®

人
的
な
性
格
を̂

^
期
に
は
持
づ
て
い
た
。
そ

の
.: 

流
通
部
門
に
お
け
る
白
石
家
の
性
袼
を
考
察
し
、

'.
更
に
前
節
の
結
果
と
あ
わ
せ
ぐ 

.て
総
合
的
な
分
析
が
、:.こ
の
節
の
主
題
で
あ
る
。
な
お
主
と
し
て
刺
用
す
る
史
'
. 

.

.料
は
次
：の
如
く
で
あ
る
。：

安
政
ニ
年「

藍
玉
仕
上
帳
_
:

(

1
9
-
1
|
7

)

；

(

安
政
三
年「

藍
玉
諸
勘
定
差
引
扣
帳1-(19-1山

1> ,

文
久
ニ
年「

藍
玉
相
場
附
扣
帳」

(19-9-1)：

.

.
文
^1|

年

「

藍
玉
.売
上
懐
^

^
帳
.

』

.(

1?;
1
:1)

，
..

'.
务

三

年「

鼢
玉
売
上
覚
帳」

：

(

1で
1
-
1
3

)

.

'元
治1

兀
年「

藍
主
売
上
帳」

(19-1

丨1
2
)

.

V

:
パ

■!
:
• 

■

.: 

一70
治
冗
^

-1
藍
玉
仕
，切
帳」

'(

1
9
-
3
~
1

)

..

:

_
ニ
年「

藍
玉 €

-
4

帳
1-(19-1

丨5)
：

.■

.
儀

ニ

年
■簾

仕

入

帳」
(19—

1
-
9
)
.
:
:

選

ニ

年「

藍

讓

蹵

柑

帳
'-
.
'

(
1
9
-
1

及
び
前
節
で
使
用
じ
た
金
銀
出
入
帳
も
併
用
す
る
。.

ま
ず
、
文
久
3
年
及
び
70
治

元

年

の

各

ニ

册

の

帳

簿

を

取

り

上

げ

て

み

る

こ

「

.
：
:'■ 

武
蔵
国
東
部
に
お
け
る
藍
業
；

と
に
す
る
。
こ
の
^

^

は
表
題
よ
り
推
察
で
き
る
忒
ぅ
に
、
白
石
家
の
年
間
藍 

取
引
高
を
殆
ん
ど
す
ベ
て
記
載
し
て
い
る
よ
ぅ
で
あ
っ
て 
> 

こ
れ
に
よ
り
同
家 

の
取
5

^

#

^

明
:|

か
：に
し
.て
み
る
。
最
初
に
元
治1

R

年

の「

藍
玉
仕
切
帳」 

の
内
容
を
検
討
し
^

.

み
る
と
左
.
の
如
き
記
載
例
が
あ
る
。

.

' 

フ
-.

丨

:.
:

.

\

一
.藍
玉
拾
本
ト
十
三S：
自
.

、

代
金
二
.十
九
！̂
式
分
"
.:
:
. 

' 

.

.

.

.

内
.金
三
|
莳
相
渡
：ス
：

.

残
而
金
-:十
六
両
式
分

.

.t̂
' 

:

.

右
之
通
り
糙
―
請
敗
串
候
以
上

.
子

十

ニ

月

廿

八

白

ん

-

.-
,

久

左

：衛

門

⑩
.

中

.略
,;
:

:

.

'

. 

- 

: 

•

覚
::
.
' 

'

.

■

.

;

. 

. 

.

.

进
三
月
十
日
■

'

■

'

 

ノ

高
柳

i

藍
；玉

拾

四

本
.

.

. 

'弥
惣
右
衛
門
’

代
金
四
.拾

窀

両

式

分
.

;

苎
月
八
日
'

.
.'
:

;■
.

; 

'

7

•■
-

.

.'

内
金
拾
‘両
請
取
分
::
.
'
'
,
7广 

残
而
'
金
三
#

%

商
：实
分

-

七
-
一

(

六
.
八

1
)

五



第 15表！： 白石家藍取引（元治元牢1 2月〜慶応元4丨三1 2月）

(藍玉売上帳より）

販 , 冗 | , 購 入.

■ . . . . - 数 量 代 金 数 量 代 金
駄 箴 丙分朱文 駄 M PT分朱文

栗厨村長左衛旳 21 J0.0 77,0,3, • 久本寺村平右衛門 5,5 J3.2 33, 1,3,110

ロ村鉗屋助右衛PU 21.5 J2I, 2, 0, 209 西大輪村平S 郎 欲 3.25 1,

高 柳 村 弥 勉 治 7.0 41,2/0, 莴 梅 村 幸 狄 郎 ^ 25.88 2,

川 原 村 啓 次 郎 3.5 6, 1,0, ■ ,

上野田村紺屋源蔵 4.0 14.8 27, V 0, ■： (
上野田村源次郎 6.0 * 34, 2, 3,

幸手宿微犀吉兵衛 13.5 86, 0,ふ ..

上 総 善 左 衛 門 24.5 119, ], 3,

西大輪村清左衛M 1.0 5, 3, 0,

，西 大 輸 村 三 蔵 . 3.0 12, 2, J,

西大輪村喜兰郎 1.0 5，. J，'0,

西大輪村*佐七 5.0 35,

計 J11.0 24.8 572, 2, 3，209 5.5 J3.2 33, 1,3,110

■ ■ • • X  29.13 2,1，

注 ^ は藍葉。この外同年の白石家手作藍玉量は1 5 . 5 辟と云う記載がある。

内
金
式
拾
両
請
取
分 

•

残
而
.金
拾
窀
両
式
分
、

:

'

 

.

後

略

前
者
は
明
ら
か
に
貿
仕
切
で
あ
り
、
後
者
は
売
仕
切
で
あ
る
>0

従
っ
て
こ
の 

^
^
は
貿
仕
却
吆
喷
壮
ト
切
と
め
混
合
し
た
形
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の 

襲
の
全
内
容
を
調
べ
る
と
貢
の
部
分
が
：庄
倒
的
に
多
い
の
で
、
全
体
と
し
て 

.

貿
仕
倒
帳
の
性
格
が
強
い
。
.
反
対
に
藍
玉
売
上
帳
は
表
題
の
通
り
、
同
年Q
藍 

玉
売
上
高
を
主
と
し
て
記
載
し
て
あ
る
が
、
部
分
的
に
貿
入
分
も
記
さ
れ
て
.い 

る
。
そ
し
て
、
仕
切
帳
の
各
人
別I

®

高
と
売
上
帳
の
そ
れ
と
は
一
.致
し
な
い 

部
分
が
か
な
り
あ
る
。
従
.
っ
て
、
こ
の
両
者
を4

#

し

、

重

^

^

分

を

除

い

た
 

，も
の
が
、
同
年
の
取
引
高
を
表
す
の
.
で
あ
ろ
ぅ
が
、
逋
複
部
分
を
疋
確
に
取
除 

く
こ
と
は
技
術
的
に
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
両
者
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
な 

お
、
両
者
と
も
一R

治
1XJ

年
：の
日
付
を
も
つ
が
、
内
容
は1

R

治
元
年
一1

1

月
に
始 

ま
り
、
.
前
者
は
慶
応
元
年
三
月
に
終
り
、
後
者
は
同
じ
く
慶
応
元
年
一
一
頁
に 

終
っ
て
い
る
の
で
、
慶
応
元
年
の
取
引
を
示
す
も
の
と
し
て
扱
ぅ
こ
と
に
す 

る
。
文
久
.三
年
の
分
に
つ
い
て
は
、
SU
HB

の
ニ
册
と
も
同
年
の
取
引
内
容
を
示
.
 

す
も
の
で
.
あ
り
、；
両

者

と
-%

大
同
小
異
で
'ぢ
る
の
，で
、
主
と
し
て「

藍
玉
売
上 

:

俵
数
扣
帳」

に
依
拠
.t

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
帳
簿
は
表
題
に
も
拘
ら
ず
、
同 

家
の
購
入
藍
玉
の
記
載
も
あ
る
が
：、
こ
れ
は
部
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

.

以
上
の
事
を
前
提
と
し
て
、
取
引
先
別
に
集
計
し
た
の
.
が
、
第

一

五
表
I
 

•
 

I

, 

I

で
•
あ
マ
て
、
白
石
家
藍
玉
取
引
の
内
容
を
殆
ん
ど
示
す
も
の
と
考
え
ら 

れ
る
。
し
紅
0

た
、
と

ぇ

ば

文

久

三

年

の

「

金

銀

出

入

帳1_
に
.よ
れ
ば
、
こ
の

武
：蔵
国
東
部
に
お
け
る
藍
業

七
，三

(

六
八
§

第 15表 I 由石家藍取引(文久3 年)

一 ベ藍玉壳上俵数扣帳より）

高柳村弥惣右衛时 

刀丨ロ村紺屋助右衛F3 
粟原村長左衛門 

八甫村安右衛門

計

下新井村久左衛門 

各 下 村 清 : 蔵  

下 新 井 村 栄 蔵  

下新井4寸幸右衛門 

一 ツ 谷 村 番 七  

一ツ谷村#右衛門 

榷 現 堂 村 勘 松  

上 吉 羽 村 九 蔵  

権 現 堂 村 宮 元  

西大輪村武右衛門 

西大輪村喜三郎 

西大輪村喜右衛門 

西大輪村：f e 五郎 

新田大賴村勘八 

久本寺村平右衛門

酞 珣 P* 分氽 文
b.0 13,0 29, 2,

14.5 71, 3, 2,
3.5 2 . 0 , 17, 】, 0, SS5
8 .0  3 .0 40,
9 .5 41, 3, 3,
9 .5 ■: 私 0, % 2拙
8.0 3.5 篇

14.5 9 .3 69, 0, %
5 ,5  J3 .0 部, 1,
5 ,5 3 ,5 22,
2 .0 10,
7 .5 11.6 36, 2, % J55
7.5 16.4 37, 1> 0,

10.5 7.0 58,
5 .5 13.2.

i 33, 1, 3, J10

116.5 95.5； 571* 1 ,2 , 809

| | 販  売 m 入

1 ' ■ 数 量 代_.__金丫 ' : . . へ. : 数 # '代 金
i ■ ； ■ • ■
刀r ロ村紺屋助右衛吋 

栗原村長左衛門 

上 総 善 左 衛 門  

合 村 泶 吉  

川原村市左衛門 

上野田村紺犀源蔵 

久 喜 町 久 兵 術  

.東大輪村金. . ' . 藤  

! 中 川 崎 村 金 ,  
西大輪村佐•七

戡 M
J26 .5  15,0 
43.6 12.6

34.0

6 .0  14.0

3 .0

17.0 20.5 
4 .5 ；

1.0 •
7 .0  )2 .8

商 分 床 文
腳，h  2 , 2油 

180, 3, 2 , 538 
1 6 5 ,1 ,3 ,  609 

35， 2 ；

15,
72, 3 , 1 , 1 1 7  

19, 2,

4, J , J ,

83, 3, 522 

5 4 , 1 , 1 ,

痹大雜村勘右衛門 

川 翁 村 勘 ’蔵 

齊戸村作右衛門 

栗 原 村 忠 七  

西 大 輪 村 古 川  

西 大 輪 村 籐 蔵  

西大鵪村市凑衛門 

川原村市左衛門 

西 大 輪 村 慕 叙  

西大轎村七左衛P1

Sk i t  
J5 ,5

1 5 .5 :

9 .0

7 .0

16.0 25.0
2.5

5 .5

8 .0

浓 29.6

両 分 朱 文
64, % %

64, 2, 2,
32,

33, 3,

75, 3, 3,

9 , 2, 2,

17, % 209 

15,
3 1 ,2 ,  3, 

1 » 0 , 3 ,  U

計

. .  . . . . . :

254,6 74.9 1190, 2, J , 廳

. . . . . .

82.0 25f0 

m  29.6
344, 3 , 0, 209 

V  0, 3, 24

注 ※ は藍葉c

第 15表 }T 白石家藍取引(元治元年邛月〜慶応元年3 月）

’ _ (藍玉仕切帳より）

販 売 購 入

数 量 代 金 数 量 代 金
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么 

Cf£* 
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1
1
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u
 

K
u

P
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•

1
 

K

110,

，敢 賞

0.5

3.0

8.(

18.1



•

に
.は
存
在
し
龙
扒
騎
西
町
璺
«

な
る
も
^

に

、
；
ー

藍

主

七

繁

&

ハ

繁
-で
'
:
 

:
'宽

却

し

：て

い

養

」

>

が
お
か
る
の
弋
'
:
必
_

し
も
こ
の
表
は
全
貌
ぎ
ボ
ず
%.
の
入 

.，で
'
は
な
い
o

•■
.
'
=い
卷
同
家
め
取
§1

咼
© ?

ミ
'
:
-
1マ
\ム
を
泰
わ
す
と
し
で
差
安
な
い 

で
あ
ろ
う
。
，
，： 

. 

.

;:
文
久
三
年
七
簾
ー70
:
年
；の
取
引
を
此
較1.
;
て
み
る
'>
:
、
，俞
者
匕
お
いて
は
賦
';
..
 

売
贵
と
購
入
量
と
の
間
の
差
が
大
で
あ
り
、
後
者
I

は

殆

ん

ど

差

が

.
な

い
0

即

: 

ち
、
，前
者
で
核
購
入
遗
八
ニ
養
に
比
し
、：
麗
最
聚
ー
五
四
駄
余
で
ぁ
り

、
.

:

約

I

七
〇
駄
の
差
が
あ
み
。
後
者
で
は
む
し
ろ
購
入
量
が
僅
か
な
が
ら
販
売
最
.：
 

を
上
回
っ
て
い
る
の.，
あ
^

。

こ

の

ニ

五

：
四

駄

が

す

べ

て

白

石

家

承

^

^

玉

で

-,
. 

ノ
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、170
治
76
年
の
同
家
生
産
量
が4
;
:五
駄
余
：に
か
ぎ
な
い
上 

と
か
ら
し
て
不
可
能
で
あ
る
。
：文
久
三
年
に
は
更
に
.
-
五

〇

駄

余

が

購

入

さ

れ

：
へ 

た
と
す
る
方
^

^
当
で
あ
ろ
う
。_

元
年
の
購
入
量
は
販
売
量
と
見
比
べ
：て, 

妥
尚
な
数
最
と
考
え
ら
れ
よ
う0
即
ち
、
第
：一
五
表
の1
と
1
に
お
い
て
、
購 

入
溃
の
名
前
の
：
ー
致
し
，な
：い
者
の
み
が
、

(

即
ち
、
I
の
高
柳
村
弥
惣
右
衛
門i 

八
甫
村
安
右
衛
門
へ£0
.販
売
蛰
.一
五
駄
が
新
た
に
砠
に̂
⑽
さ
る
べ
き
分
と
す. 

れ
ば
、
M
の
販
売
©
に
こ
めK

五
駄
を
加
え
.た
約
：

一

ニ
六
駄
は
、
I
の
購
入
量 

—
:
i六
駄
余
に
、
同
年
の
手
作
分1
五
駄
余
を
加
え
た
約
ニ
ニ.ー
駄
に
.ほ
ぼ
見 

合
う
量
と
い
え
よ
う'0
従
っ
て
文
久
三
年
匕
は
約
ニ
五0
駄
、
金
額
に
し
て約

：'

1

.-
-
*ー
〇
0

両
が
販
売
ざ
れ
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
近
い
量
が
«

入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
.
 

簾
元
年
に
は
一
三0-
駄
内
外
の
取
引
量
が
あ
っ
た
と
見
做
す-'
と
が
セ
き
よ
.

う
0
も
し
も
こ
の
推
測
が
当
っ
て.い
る
も
の
と
す
れ*は
、.慶
is
l
R年
の
奴
引
量: 

は
文
久
三
年
の
そ
れ
，に
く
ら
べ
て
、
約
半
減
し
.て
お
り
、
藍
•玉
取
則
は
白
石
家

七

四

(

六
八四

：}

に
.と
.つ
て
.か
^-
り
変
動
の
激
_
3い
取
引
で
あ
0
.た
こ
.と
を
意
味
す
る
、と
同
時 

に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
同
家.の
手
0

玉
は
犬
な
る
ゥH

ィ
ト
を
持
た
な
い 

と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

•

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
同
家
の
藍
玉
手
作
が
存
続
し
て 

お
り
.■む
1
ろ
抵
大
し
て
た

_と
思
わ
れ
る
'の
'は
、
、
な
に
を
立1
|
^
.
す
る
.の
'か
；は 

.後
で
.考
え
て
み
た
い。

• 

- 

一
-■
'
■
こ
の
第
：

1

.五
表
は
白
石
家
が
自
家
産
の
藍
葉
に
購
入
藍
葉
を
.加
え
て
製
造
し 

た
：
.#
痛

：玉

、
：
及

び

こ

れ

を

遙

；か

に

上

回

•

る
量
_の
購
入
藍
玉
と
を
販
売
す
る
、 

，
.生
産
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
.：
大
量
.の
取
引
を
行
う
商
人
で
^
るこ

.

と
を
示
し
て 

い
る
:.
0
そ
し
：て
'.
:
>
Cの
段
階
で
は
商
人
的
要
素
が
遙
か
に
太
で
あ
る
と
い
え
よ 

う
0
.'
.こ
へ
の
よ
う
な
取̂1
を
何
時
か
ら
1

し
た
か
は
、
皈
ら
れ
た
申
問
の
史
料 

.か
ら
知
る
こ
ふ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
第

.一
六
表
は
金
銀
出
入
帳
中
に
現
わ
れ
た 

•
藍
取
引
及
び
取
引
先
の
所
在
地
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
：る
。
こ
の
数
字
が
白
石 

家
の
取
引
の
す
べ
て
を
表
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
先
に
一

.五
表
I
に
掲
げ 

fc
文
久n

一
年
の
藍
取
引
量
と
、
こ
め
表
の
同
年
の
そ
れ
と
を
比
較
す
れ
ば
容
易 

: 

'に
理
解
し
得
る.で

あ

：ろ

う

。
.
'

し
.か
し
、
夂
-f
b

1
0年
に
早
く
も
藍
葉
を
購
入
し 

:て
い
る
.こ
と
は
、
：す
で
に
自
家
産
額
を
こ
え
る
量
の
藍
玉
を
生
産
し
て
お
り
、 

即
ち
、
戈
化
‘
文
政
期
に
白
汩
家
は
自
家
産
額
を
上
回
る
量
の
葉
を
購
入
す
る 

.藍
玉
製
造
業
者.で
あ
つ
た
の
一で：あ
る
。
更
：に
暮
永
六
年
に
初
め
て
藍
玉
を
購
入 

し
て
お
り
、
文
久
ー
无
年
か
ら
毎
年
賈
入
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
藍
葉
の
販
売
が 

安
政
六
年
を
最
後
と
し
て
全
く
み
ら
れ
な
く
な
つ
て
.い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
安 

政
年
間
を
境
と
し
て
、
.
自
石
家
は
藍
玉
取
引
業
者
的
性
格
を
濃
厚
に
し
て
い
つ 

た
と
思
わ
れ
るo
.即
ち
、.完
成
品
た
る
藍
玉
の
貿
入
れ
は
、
同
家
の
販
売
量
が
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23,32
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BE
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霜 
s
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n

辱

自
家
生
産
部
分
を
上
ま
わ
っ.て
，い
る
こ
.と
を
意
^
す
る
の
で
あXV

、..：

，.
も

は

や

単 

な
る
：生

産

者

で

ば

な
•?
て
い
る
。::
.更
に
藍
葉
の
破
売
が
な
ぐ
な
っ
：た©- 

は
、
自
家
生
産
及
び
購
入
部
分
の
す
べ
で
が
' 
拡
大
し
つ
つ
あ
る
藍
玉41
畠
に 

振
り
向
け
ら
如
る
よ
ぅ
に
な
り
、
原
料
た
る
葉
の
ま
ま
で
販
売
す
る
余
裕
が
.な 

く
な
？
た
た
め
で
あ
ろ
ぅ
。
第
一
七
表
は
安
政
ー
ー
¥

の
.販
^
員
の
^
部
で
.あ
^,' 

が
、：
更
：に
同
年
の

「

5
玉

讓

萣

差

鬚
1_「

に

よ

れ

ば

熊

坂

村

吉

右

衛

門

な

る

.ニ

武
蔵
国
東
部
に
お
げ
る
藍
業.

者
に
七
三
軟
半
金
額
に
し.て
ー
八
八
両
1
分
ニ
朱
ニ
0
〇
文
で
売
渡
し
て
お 

ヴ
、
'安
政
年
間
に
は
す
で
に
手
作
量
を
か
な
り
こ
え
る
量
の
藍
玉
取
引
が
行
わ 

れ
て
^M

と
考
え
ら
れ
る;0
念
の
.た
め
、
：
：̂

ニ
年
六
月
の「

藍
玉
相
場
：
^
 

帳
*-
に
現
わ
办
た
取
引
：を
第_ブ
八
表
と
.し
て
掲
げ
て
お4

■:

で
再
が
痛
.

I

五
表
に
も
ど
り
、
：自H
家
に
対
す
る
藍
の
供
給
者
に
つ
い
：
 

て
考
察
し
て
み
ょ
ぅ
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
西
大
輪
村
周
辺
の
農
村
に
い
る
の
で

:

ハ
.
.，：

.

■七
五
'(

六
八
五
>



葉 365

f 白 300
\ m  M o o

白 1000

藍座出額

反

玉 3?00 搞 360

葉 1500

綿織物産額

白

白

210
145

青 毛 村  

和 戸 村

葛 梅 村  

久本寺村 

下新井村

久 下 村

粕 壁 宿  

北大桑村 

河原代村 

よ吉羽村 

久 喜 町

杉 尸 _宿 

八 审 村

幸し手■宿

外 野 村  

東大輪村

l l

r

100

115

7968

400

500

葛飾郡 

〃

I
"

7 /

//

n

埼玉郡

//

"
//

//

u

"
//

""

//

//

"

//

第 1 9 表

注 藍 ，綿織物，実綿産額は武蔵国郡村誌による。 玉は藍 

玉、葉ゆ藍葉，白は白木綿，縞は縞木綿のこと。久下村の 

綿織物は単に木綿としてあったので，そのまま記した。
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中
：
高

栗

.
？

權

三
右
衛
門
と
あ
る
の
が
白
石
家
で
.
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、

こ
の
四
人
が 

購
入
し
た
数
最
及
び
代
金
を
販
売
者
別
に
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「

乗
り 

合
い」

と
い
ぅ
取
裂
態
を
と
？
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
四
人
の
購
入 

渚
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
他
を
も
っ
て

こ
の
双
㈩

に
参
加
し
て
お
り
、
い
わ
ば
こ
.の 

取
引
に
関
す
る
限
り
対
等
の
立
場
に
：.あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
三
右
衛
門

を
除
く
三
人
も
、
藍
葉
を
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
藍
玉
製
造
業
者
で
あ 

る

->
.
の

推

測も
な
'り
た
ち
、
更
に
佐
七
と
善
左
衛
門
は
白
石
家
か
ら
藍
玉
を
購 

入
し
て
い
ダ
こ
と
ば
第
一
.
.■五
表
で
明
^

か
'で
あ
る
。
も
し
こ
の
ニ
人
が
白
石
家 

と
、
先
め
.

^

#

^
立
場
.で
藍
©

^

を
行
な
-?

て
い
る
と
す
れ
ば
ハ
彼
等
％
ま
た

&

蒞
家
ょ
0,

藍
玉
の
供
給
を
受
け
'0
.

つ
>

自
家
生
産
も
行
な
っ
て
他
：に
転
売
す

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.
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• 

.

.

.

.

. 

. 

. 

' 

.

.

. 

.
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七

七

(

六
八
七
ソ
'

武
蔵
国
東
部
に
お
け
る
藍
業

玉

j

買

買

貢

贸

質
 

■
藍

.
売

売

賀

賈

賈

買
 

売

売

賈

買

買

買

売

買

売

売

買

買

売

藍 葉

売 買

買
.

賈

買
.

買
：賈

売
.売

売

売

販

数 赀

※大工町嶋田太兵衛
駄 n
15

效 吉 田 8
西大輪村五左衛門 ※ 玫8.5
同 上 7

計 ‘ '
-■ •

30
※※邮

第 18表 文 久 2年 取 引 の 一 部 .
イ同年6 月藍玉相場付扣帳より）

. ：.■ ■ . 販 売 購 入

数 量 代 金 数 最 代 金

青毛村熊次郎 

藍屋金左衛門 

販売先不明

馱
10

bS

_雨分’朱 ...文：
47,2,0, 0 
3 6 , 2 , 1 , 0  

1 6 4 , 2 , 1 , 0

西大輸村寒 '.'蔵 

西大輪村久右衛門 

購 入 先 不 明

駄 n
25.5 9.0 
9.0

57.5 34.2

両分朱文  
118, 2, 0, 0
37,1,2, 300 

274, 3, 3, 276

計 50.0 248, 2,2, 0 計 92.0 43.2 4 2 5 , 3 , 1 , 5 7 6

あ
っ
てC

第
二
図
参
照

)

、 

多
分
に
生
産
者
的
性
格
を 

も
ぅ
て
v>
.る
の
ヤ
で
‘

ろ 

う
。
更
：に
ら0
駄
以
上
の 

販
売
者
：は.文
久
.三
年
宇

k

 

は
一.一
人
、
；
慶
處
元
年
に
は 

三
人
ぃ
る
。
：ニ
〇
駄
：の
藍
：

拿

売

- :
'

ン

も

.

.部
：
仕'.

I
.
.

.
'
.
'
.
分

 

2
.
.
C
O
: 

l
,
.
3
,
'
o
,

1

,
.
佩 

.

一
玉
：—
.
'
-
.代
.
' -

V

.

^

:ト
：患

:

両
48
20
'
24
.
94
、
：

铁

，

へ.

'

r
. 

|
」
#

年

年

，：

販 

そ

 ̂

'
杯
.

安

S

 

'

tx

田
；門

上

'

.

所
主
は
童
量
に
し
.
て
四
〇
0
 

表

.

:

•

減

.讀

'

^ 0

.
實

、

原

料

た

る

藍

葉

は

：五

m

:

.

.

.

l

,

l:

t
^
 ̂X

五
〇
貫
以
上
を
要
す
る
。

.前 

一

f

 

:

こ
の
量
：は
一
農
家
の
自
家

大

.西
同
. 

'さ
:
.生
産
量
を
こ
え
る
と
考
え 

0 
0

,

■

注
-

> 

,

3
 

,

.

-

I
-

-

-

-
-

-
-
H

I

-

-

-

-

-L

—

_
_
L 

.

.
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、

.

こ
こ
に
現
わ
れ
るj 
.〇
駄
以
上
の
販
売
者
は
、不
足
分
を
購
入
藍
葉
で
補
う
.か
、

乃
至
は
藍
玉
を
他
の
生
産
者
か
ら
購
入
し
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

一
〇
駄
以
下
.の

販

売

者

で

：も

、

彼

ら

の

表

込

み

先

が

自

忍

家

の

み

で

な

い

と

す

れ
ば
、
同
様
な
性
格
を
持
つ
者
が
何
人
か
'
い
る
で
あ
ろ
う
。
と

す

る

と文
久—

慶
辟
年
間
に
お
け
る
白
石
家
の
し
め
る
藍
玉
流
通
機
構
に
お
け
る
地
位
は
、
こ

れ

ら

の

生

産

者

ょ

り

:%
ー
 

段
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
藍
玉

流
通
網
を
芰
配
し
て
い
る
姿
も
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
推
測
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
が
、
文
久
三
年
の
栗
原
村
や
川
原
村
，

(

こ
れ
は
恐
ら
く
武
蔵
国
郡

村
誌
に
み
ぇ
る
河
原
代
村
：か
河
原
井
村
で
あ
ろ
う)

の
ょ
う
に
、
白
石
家
に
対

-J J-.*TO

金
：

I

文 o
:
:
:
v
l
:
o

— -

朱 
o
 

o
, 2
,

分 
2 

3 

1 

3
?

両
48

,20
’

24

, 
I

H

代

.

.

七

六

(

六
八
山
ハ
>

，す
る
藍
压
の
販
売
者
と
購
入
者
が
同 

•■
.時
に
存
在
す
る
村
が
あ
る
と
と
は
、

-
.或
程
度
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
4.
の 

で
‘あ
ろ
ぅ
。
第.

j

九
表
は
そ
の
よ
ぅ 

.な
蟹

が

ら

、

，

年
代
は
無
視
し
て
、 

.
今
迄
使
用
し
た
帳
簿
に
現
わ
れ
た
取 

引
者
の
い
る
町
村
を
並
列
し
、
念
の 

た
め
藍
•綿
織
物
.
実
綿
産
額
を
記 

:し
て
お
い

(

た
0
.

■.
:
:次
に
購
入
者
で
あ
る
が
、
第
一
五 

表
に
よ
れ
ば
、
文
<
三
年
に
紺
屋
が 

ニ
人
、
慶
盛
兀
年
に
は
三
人
お
り
、

:

彼
ら
は
自
家
使
用
分
を
白
石
家
よ
り 

賈
入
れ
て
い
る
と
 
一
^
考
え
ら
れ
る 

が
、
そ
の
他
の
者
に
つ
い
て
は
全
く 

不
明
で
あ
る
。'し
か
し
慶
応

11

年
の 

「

藍
葉
仕
入
帳

」

に
よ
る
と
、

白
石 

家
は
西
大
輪
村
佐.七
、
上
総
善
左
衛 

門
及
び
善
六
な
み
も
の
と
と
も
に
、

武
蔵
国
榛
沢
郡
上
•
下
手
計
村
か
ら 

藍
葉
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳 

を
第
一
一
〇
表
に
示
し
て
お
く
。
表
中



第 2 0 表

佐 : : 七 ヨ右衛門 善 六 上 総

数量 代 金 数量 代 金 数量 代 金 数量 .代 ' . ， .命 ..

上 手 許 村 久 助  

〃 勇 次 如  

〃 峯 吉  

” 利右衛門 

/ / 五郎兵衛 

" 惣 八  

〃 留 吉  

〃 千 代 松  

" 和 兵 論  

" 初 太 郎  

〃直右衛門  

下 手 計 村 由 蔵

R

17.60 

62.55

15.60

69.70

P i分 朱 文

3 .2 ,  3, 63 

i J . 0 , 2 , 295
3 .1 . 2 ,  408

1 8 ,3 ,ふ 183

27.90

55.00

83.80

15.00

22.00 

33.60

R 分 宋 文

6 .0 ,  0 , 435
1 0 .0 .0 ,  0

J 8 J J ,  617

3 ,1 , 0 ,  77

4 , 3 , 2 , 1 0 3  

7 ,1 , 2 ,  613

1:' .

M

. ..

111.00

29.60

J5.20

R 分 文

2 2 ,2 ,2 ,  270 

6 . J . 2 ,  448

M . 1 , 160

a
86.40

29.00

13.20

15.00

28.20

n分 尔 文
J 8 , 1 ,2 , m  

4 ,3 , 1 ， 142

2, 0, 0, 0

3 .1 .0 ,  360

7 .0 . 0 ,  330

計  |胍铂 3 7 ,0 ,0 ,  9 幽 .30 39, 2 ,2 ,  I845|l55,80 32, J , 1 ,8 8 1 1 7 1 ,8 0  1 3 5 ,1 ,3 ,  941

〜

 

：
，:

:

.

:.
ハ
:

- 1

:

て

:■
;

:
る

藍

主

取

別

響

；で

ギ

マ

だ

か

も

し

れ

な

い

。

t

u

も
と
の
推
測
が
な
り
た
：つ 

, .

>:
:

す
れ
ぬ
、.
白
石
家
を
ば
じ
务
ど
しV

、

農
村
に
：.お

け

：
る

こ

.
れ

ら

取

引

碧

が
 

';
>

藍
：の
流
通
を
支
配
.し
で
い
<;
-

姿
も
想
像
1;

得
石
。

.

.

■:
'

ぐ
:;
§

」

.

ろ

で>

慶
5

1

年
に
率
り
：、f t

石
家
の
藍
葉
需
要
が
今
迄
の
周
辺
地
域 

を
乘
り
越
え.

て
；、_

遠
<

榛
泥
郡
に
：す 

こ
の 

:

上
•

'

下
手
計
村
は
先̂
£

1

節
で
藍
生
産
地
帶
と
し
て
'設
定
し
た
地
域
に
属
す

. 

る
の
で
あ
る
が
：、
：白
石
家
が
こ
.

こ
に
ま
で
藍
葉
供
給
服
を
求
め
た
の
は
、
す
で 

.

■'
.

に
白
石
家
の
取
則
量
が
西
先
輪
周
辺
地
域
か
p >
の
供
耠
量
を
上
ま
わ
る
ま
で
に 

.

_

達
し
.

た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
：一
そ
の
対
^

策
と
し
.

て
、
：.

こ
の
'

よ

ぅ

に購
入
地
域 

金
拡
大
す
る
方
法
と.

と

も

に

、
.'
:
:
自

己

の

手

作

経

営

を

更

に

拡

大

す

る

方

策

も

十
 

卜
，
分
杧
考
克
得
る
。
_

そ
.

こ
に
先
に
述
べ.
.た
同
家
の
藍
玉
取
引
量
が
.生
産
量
を
遙
か 

.

.

に
と
え
る
段
階
に
至
っ
て
も
、

；

な
お̂

作
経
^
を
拡
大
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由

:

:

が
あ
る
と
考
え
ら.

れ
る
。

/
■
.

.■

.: 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

,

.
 

■

六

、

結

...：
び
'

'

'.

■

■,
.
.
. 

- 

.

以

上

、
.
推

測

の

部

分

を

多

: <

含
み
、
確
実
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、M
白
石
家 

.

の
経
営
内
容
を
考
察
し
て
き
た
。
白
石
家
の
藍
取
引
が
殆
ん
ど
埼
玉
郡
の
綿
_

.

物
地
：帶
内
部
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
'

と
は
、. '
'

同
家
の
藍
業
が
こ
の
獲
物
業
に
.

':

刺
激
さ
れ
、'

こ

れ

に

；
対

す

る

靈

R

部
門
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぽ
確
か 

で
あ
み
ぅ
。
ぞ
の
経
営
内
容
に
つ

)

い
て
は
、
ま
員̂
n

に
お
い
て
は
地
主
手
作 

的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
そ
れ
は
経
営
の
亂
大
と
と
も
に
披
張
さ
れ
る
傾
向
に 

あ
り
、
取
引
部
門
に
お
い
て
は
、
単
な
る
生
産
物
の

.

販
売
か
ら
、
か
な
り
大
規

摸
な
取
引
業
者
に
成
長
し
た
こ
と
も
、
ほ
ぼ
明
ら
が
で
：あ
る
。
し
が
し
、
史
料
：
 

欠
除
に
よ
り
村
賺
造
を
全
く
知
り
得
な
い
た
め
に
、
白
石
家
の
村
に
お
け
る 

地
位
に
つ
い
て
か
な
り
不
明
確
な
点
が
あ
り
、
従
ゥ
'て
手
作
経
営
に
瞹
昧
な
規' 

定
し
か
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
かっ
た
。
更
に
取
引
面
に
お
い
て
も、
0

0
 

と
の
取
引
す
る
者
に
づ
い
て
多
く
は
不
明
で
あ
る
の
で
、
良
石
家
の

'流
通
^

 ̂

に
お
け
る
地
位
は
推
測
の
域
を
殆
ん
ど
で
て
い
な
い
。
；最
後
に
線
業
の
内
部
構 

造
に
.つ
い
て
全
く
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
た
め
、
綿
業
に
対
す
る
藍
業
と 

の
関
連
性
を
有
機
的
：に
追
求
す
る
こ
と
が
な
-か

っ

た.0
以

上

の

三

点

が

今

後

の 

課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
の
で
あ
る.が
、
そ
の
際
、最
も
重
要
な
問
題
は
最
後
の
綿 

業
と
藍
業
と
の
結
び
つき
の
解
明
で
あ
ろ
う
。0

0

の
.
よ

う

に

か

.な

り

大

規 

摸
な
取
引
I

に
は
、
こ
れ
と
対
防
す
る
よ
う
な
綿
織
畫
乃
至
は
染
物
I

 

. 

を
想
定
し
て
裏
り
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
ル
こ
の
両
者
の
有
機
的
な
関
連
、 

及
び
綿
織
物
市
場
の
構
造
分
析
が•

の
主
要
な
課
題
に
な
る
。

;

' 

: 

: 
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注
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藤
原
芷
人
編
\「

明
治
七
年
府
県
物
産
表」

，「

明
治
前
期
産
業
発
達
史
資 

料 j

 

第
.
一.
集

.0
-

.

C
2 

Vこ
の
明
治
セ
年
前
後
にお
け

る

日

本の
経
済
発
展
：度
及
び
そ
れ
と
幕
末
：
 

期
と
の
関
速
は
、
古
鳥
敏
雄

「

明
治
初
期
産
業
発
展
の
一.断
面」

C

土
地
制
度 

「

史
学
第
九
吾〕

で
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
入
ス
し
ば
ら
く
こ
の
説
に
従
え
ば
プ
旧

：

埼
玉
県
に
お
い
て
は
養
薺
業
、
^

^

糸
業
を
除
く
他
の
瓿
門
に
関
：し
て
は
、

.

'

.

.
 

•
 

-
 

.

,

•

-

.'
■

:

武
蔵
国
東
部
に
お
け
る
藍
業
：

.

そ
の
ま
ま
幕
末
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「

物
産
表」

の
成
立
過 

'

程
は
同
書
、
及
び
山
口
和
雄r

明
治
前
期
経
済
の
分
析」

第

一

章「
『

明
治 

七
钜
：府
県
物
鹿
表』

.;
'

の
分
妬」

：参
照
、
か
お
分
類
基
準
は
古
島
書
に
従
ぅ
。
 

.但
し
、
古
島
書
で
：は
紙
は
.
農
産
物
洳
エ
品
に
入
.
つ
て
.
い
る
の
を
、
こ
こ
で
は
.
 

，/

，
林

産

物

加

ば

品
^

大
れ
た
广
ま
た
：、
旧
：武
蔵
国
各
郡
の
明
治
七
年
现
在
に
お 

け
る
所
厲
県
は
次
の
如
<;

で
あ
る
。
'- 

V

豊
島
,

多
摩
め
-

部
”

足
立
の1

部
、
東
京
府
。

,埼
车
•

窩

飾
,

足
立
の
一
部
、
埼
玉
県
。

.

橘

樹
.'
.
A-

良
岐
.

都
筑
-

多
摩
の
一
部
、
神
奈
川
県
。

大
里
•■

高
麗
•

入
間
‘

此
，企
.

棒

沢
.

横
見
.

幡
羅
，
秩
父
•

児

玉

，
新
座 

.

賀
美
，
熊
谷
県
。
,

V
.

.

 

ノ 

ノ 

.

(

3)

：
古
島
前
掲
書
七
。へ
ー
ジ
。

(

.

4)

同
六
ぺ
|:

ジ
0 

■
C

5)

向

1

0

ベ
ー
ジ
。

c

e)
.

藍
玉
の
製
造
は
简
車
に
い
え
ば
、
干
藍
葉
を
室(

通
常
こ
れ
を
寢
床
と 

ぃ
ぅ)

.
fc
'

い
れ
て
発
.酵
さ
.
せ
て
深
を
作
り
、
薬
を
0

で
つ
き
固
め
て
藍
玉
に 

す
る
の
：で
あ
る
がS

V
T

阿

波

国

藍

業

略

誌

」
〈
「

阿

波

藍

譜

J

所
収)

に
'よ
れ 

.

.
'ば
、
；干
莱
よ
り
築
.
を
製
造
す
る
際
、
約
三
.
割
の
減
•
量
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
薇 

と
藍
玉
に
：は
重
.
量
の
差
が
.な
い
も
の
.と
し
て
、
と
の
^
^
率
を
利
用
し
て
産 

.

出
レ
た
。
‘

以
下
、
：.藍
寒
と
藍
玉
の
.
重
量
換
算
は
す
：べ
て
こ
れ
に
従
ぅ
。

(

7

)

：
右

同

書.に
.-.
藍

作

に

適

す

べ

か

地

曼

は

軽

鬆

な

る

#.
土

に
.L

て
、
真
土 

:
A
J
.

称
す
る
も
6

,の
如
き
妹
瓶
令
栽
培
を
為
し
得
べ
き
も
の
に
せ
よ
、
葉
藍
品

ぐ
.

,

,

.九

(

六
八
九)

.
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,
位
の
善
良
な
る
：は
：到
底
望
む
ベ
か
;̂

名
^

も

：
の

と

ず

」

,'(

同

書 

一
Q

四
.
ベ
'
丨

：

.

(

8

)

金
銀
出
入
帳
に
は
僅
か
，な
が
ら
土
地
購
入
：乃
室
は
質
地
取
2:
'

:

思

わ

：
れ

各-■: 

記
事
が
.あ
る
.
。
::
■

例
え
.は
西
大
輪
枕
弥
左
衛
2

:

は
蕞
永
六
年
に
皮
別
は
不
明
で
あ
る
が
、，：
土 
.
 

地
を
書
入
れ
に
し
て
：ニ
両
々
借
受
け
て
お
り
、
安
政T

一
年
：
に

は

同

じ

べ

反

別

：-;
-
:
,
 

は

不

明.で
ネ
る

が

、
.
-
一
 

九
両
三
分
で
.：売
却
し
て
い
る
。
ま
た
後
述
す
る
ゼ
ぅ 

k

白

石

家

は

か

な

：り

.
の
貸
付
を
同
村
ま
た
.は
近
村
の
農
民
に
対
し
て
行
う
て 

お
り
、.
そ
れ
に
よ
り
土
地
を
集
積
す
る
可
能
性
は
.あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

:

ま
た
.命
銀
出
入
帳
に
は
白
石
家
が
土
地
を
売
却
，.し
た
'
例
は
全
く
み
ら
れ
な
.い 

の
で
、
ゃ
は
り
.白
石
家
が
土
地
を
.喪
失
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
差 

支
え
な
い
で
あ
ろ
う
0

. 

フ
(

9)

と
：こ
で
い
ぅ
藍
作
と
は
、
藍
葉
の
栽
培
及
び
こ
れ
を
原
料
と
し
た
^
ー 

•
 

藍

：玉

製

造

を
y

す
。
，今
、「

阿
波
国
藍
業
略
誌」

に
従
っ
て
こ
の
過
程
女
簡
，
 

単
に
述
べ
て
み
る
。

(1
)

播
種
、
二
月
上
.旬

よ

り

中

旬

：に

.か
け
て
苗
我
に
播
種
0

⑵

：
移
植
、
播
種
後
約
，七
五
日
し
て
本
畑(

通
常
麦
畦)

に
移
植
、
施
肥
は(

約
五
回
、_
反
当
施
肥
科
は
鰊
粕
約
五
五
貫
、
堆
肥
約
百
貫

(

施

肥

：
は「

阿 

波

国

藍

作

誌

」
「

阿

波

藍S

所
収
、
よ
り)

。

：

.

⑶

縣
収
、
移
種
後
紂
七
五
日
で
別
：取
り
、
.

こ
れ
を
五
分
ほ
ど
に
切
断
し
、
■

■

日
光
で
乾
燥
す
る
。
収
獲
量
は
反
当
三〜

四
〇
貫
よ
り
七
：
八
〇
貫
.
に
達
’
 

す
る
地
質
気
候
の
適
否
と
培
黎
に
"よ
り
か
な
り
差
が
あ
る
:0

八
ニ 

C

六
九
一
一)

.

⑷

'

.
藍
ね
せ
、
;-
'
吊
華
四
百
實
を
も
？
て
一
' 

床
.と
.
し
製
造
の
場(

寝
床
と
称
す 

る)

内
の
ー
区
.域
と
す
る
0

干
葉
に
水
を
そ
.そ

ぎ

(

灌
水〕

八
评
の
広
さ 

V
:
に
®A

げ
、
四
'日
镎
片
#

き
返
す
9
:
更
に
四
日
後
に
灌
水
し
、
集
め
板
で
四 

方
を
囲
ん
ヤ
枠
様
と
す
る
0

漸
次
こ
れ
を
繰
り
返
；し
、
地
橫
を
次
第
に
減 

:.:

奢

せ
る
。
七
：
A

回
目
の
灌
水
が
：ら
槳
を
莛
で
お
お
い
：発
酵
さ
せ
る
0 

:

;!
;

:
—*
:
四
番
の
翁
水)

1-

ろ

か

一

ら

石

で

压

す

々

灌

水

め

量

は

一

，
番

水

が

約

六

石

、 

.漸
次
摘
少
：し
て
、

一
七
番
で
は
一
一
斗
，に
し
、
他
方
は
.
石
の
重
量
は
增
⑽
し 

.

..
四
〇
0

貫
に
至
る
。
発
酵
の
終
.
っ
た

も

の

を

称

す

る
。
こ
の
期
間
は 

約
九
〇
日
を
要
し
、
上
等
品
で
は
：ニ
o'

度
の
灌
水
を
行
い
，、
こ
の
間
干
葉 

..

の
量
は
百
貫
に
.
付
：、.
；約
三
0

貫
を
減
じ
、
J1

等
品
ほ
ど
減
量
が
甚
し
い
。 

(5
)

藍
つ
き
、
四
貫
目
宛
：の
德
を
日
.に
入
.れ
て
つ
く
、
良
品
で
は
約
五
日
を 

費
.ゃ
.す
。 

.

.

.

翁
床
は
藍
業
者
は
殆
ん
ど
所
有
.し
て
い
，る
。

同
じ
く「

阿
州
產
藍
之
說」

■

に
ょ
れ
ば
、
薬
製
造
に
は
八
〇
日
を
要
し
、

日
傅
は
三
‘

四
名
内
—*

名
はf

練

者

で

あ

る

。

集

製

造

^

程

で

は

永

量

の 

.

適
度
が
き
わ
め
て
重
要
で
''

こ
れ
を
誤
る
と
、
.品
質
が
劣
り
、
価
格
は
十
，
 

分
ノ
ー
一
、
三
に
下
る
こ
と
も
あ
る
。
故
に
水
の
加
減
を
要
す
る
製
練
の
人 

を
得
る
に
菩
し
む
と
い
：ぅ
0

こ
こ
に
述
べ
ら
.れ
た
藍
作
を
そ
の
ま
ま
白
石
家
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き 

な
い
と
し
て
も
、
.'
.
栽
培
よ
り
完
成
品
に
至
る
ま
で
の
.-
-
*
貫
作
業
に
は
、
多 

•く
の
日
数
/
労
力
•

肥
料
を
要
し
、
.
従
っ
て
或
る
程
度
の
資
本
を
必
要
と 

,
,
す
る
こ
と
は
..容
易
に
理
解
さ
れ
る
0

10)

.
⑶
に
述
べ
た
反
当
収
量
を
白
石
家
，に
適
用
す
る
と
、-
こ
の
収
量
は
や
や 

.
多
き
に
失
す
る
が
、
こ
こ
で
は
1

:
応
.こ
の
記
載
に
従
つ
て
お
く
0 

.

(

11)

こ
の
量
は
同
年
の
金
銀
出
入
帳
に
よ
る
。

.

12)

⑶

の
反
当
収
量
の
平
均
数
値
を
と
？
た
.0:

て 

(

18)

文
久
ー
ー
年
に
.
白
石
家
は
江
戸
難
波
.吧
川
岸
越
前
屋
五
兵
衛
な
る
も
の
に 

藍
玉
三
三
駄
を
一
.
五
O'

両
で
販
売
し
て
い
る
.
が
、
.：江
戸
向
け
阪
泰
は
こ
の
一 

件
の
み
で
、
他
は
す
.
ベ
て
第
：

一 :

九
表
及
び
第
二
図
に
1
/K

し
た
村
々
に
売
ら
れ 

て
い
る
。
従
っ
て
藍
め
消
費
地
も
殆
ん
ど
こ

0.

地
帯
、
即
ち
綿
織
物
地
帯
で

あ
つ
た
と
#

え
ら
れ
る
。

14)
「

北
足
立
郡
蕨
町
大
字
塚
越
の
機
業
家
高
橋
氏
は
天
保
八
年
に
は
.高
機 

ニ
百
台
と
別
に
染
場
を
新
築
し
て
藍
甕
百
数
十
個
を
備
へ
、し
て
い
た
と
称 

丨
さ
れ
て

.
い
.る
。
:-
1

培
王
県
人
物
訪
1_
.

一.
六
一
：
へ

ー

ジ

、

こ
.れ

が

果

し

て

事

实 

の

ま

ま.で
.
あ

る.
が

ほ

と.4.
か
く
と
し
て
、
こ
の
よ
ぅ
な
綿
織
業
に
お
け
る
マ 

一1
.

H
フ
ァ
ク
チ

H

ァ
，的

経

営

や

、

そ

の

外

賃

機

制

の

.

ー

忠
の
発
.展

が

慕

末

期 

に
は
あ
つ
.
た
ら
し
い
。
土
屋
喬
雄
--
1

日
本
資
本
主
義
論
集」

ニ
0

五〜
ニ
''
0
 

八

：
ベ
.
.
！

ジ
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'

.'

.

•

:

.'

.

-

武

蔵

国

東

部

に

お

け

る

藍

業
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